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「
長
浜
の
文
化
財
」

指
定
室
妥
え
仏
財

本
造
b
h
h
w
ナ
伊
永
生
像

④ 

彫

刻

指定年月日 昭和40年4月2日

所 在 地 長 浜 町 大 字 豊 茂

所有者出石寺

しっ ，0(く ぎ よく カ奮ん

出石寺の本堂に安置されているこの木造釈迦如来坐像は、桧材、寄木造り 、漆箔、玉眼、 f象高87.5cmで

す 。普通の釈迦知来像と異な り、頭部は縄状の髪を結い、衣紋は首から下を覆っ ており、中国・宋の 様式
せ い りょ うじ

をと っ たい わゆる清涼寺式の像で、両手先、裳 先 を 後 補 す る ほ か は 保 存 は 概 して良好です。

南北朝期に入つての制作と恩われますが、清涼寺式釈迦{象を坐像につくる特殊な作例です。



平
成
十
一
年
度

⑧ 

七
回
・
新
任
)
、
会
計
に
藤
測
季
志
叔

氏
(
長
浜
・
七
三
・
再
任
)
が
、
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
期
の
区
長
会
役
員
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

3
会
長
に
森
議
民
査
一
再
選

i

一
立
月
-
一
十
一
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
平
成
十
一
年
度
区
長
会
・
総
会
が

開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
区
長
及
び
町
関

係
者
ら
約
百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

区
長
会
で
は
、
委
嘱
状
交
付
、
町
長

あ
い
さ
つ
、
役
場
の
各
課
長
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
、
総
会
で
は
、
役
員
会
経
過

報
告
、
来
賓
祝
辞
な
ど
の
徒
、
一
平
成
十

一
年
度
の
予
算
や
努
力
日
標
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
出
に
つ
い
て
は
、
五
月
七
日

に
体
育
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
役
員

会
で
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
森
議
氏

(
山
滝
・
七
五
・
再
任
)
、
副
会
長
に
久

井
貞
治
郎
氏
(
大
越
・
七
八
・
再
任
)

と
金
津
栄
次
氏
(
長
浜
・
六
八
・
再
任
)
、

事
務
局
長
に
中
川
喜
代
志
氏
(
沖
浦
・

町体育館で行われた区長会総会

(H 11.4.1 ~H13.3.31) 

支部 役職 氏 名 区!区名 支部 役職 氏 名 区|区名

白滝 ど』 畏 木討ド木て E義 125 白滝小野 理 事田中利徳 70(常水土日

i櫛生
大和 副会長 久井貞治郎 138 大和大越 理( 4名) 事 l 下坂イ言幸 I83 西品松

畏浜 づシ 金 j畢熊次 18 長 浜 王里 事 i兵多恒弘 85 須沢仲奥

長浜 事務局長 中川喜代志 I 152 沖 う甫 出海!理事(支部長) 稲 田 希 91 出 海 奥

長浜 -6. 計!藤測季志叔 46 長 浜 ( 2名)11里 事 村本 章 89 坂 本ヨエ

l理事(支部長事);|金津栄次 18 長 浜 大和 理事(支部長) 久井貞治郎 138 大 越
1(2名)!理 |白石亀徳 7 長 浜 王室 事 小泉満子 99 月IJ 奥

事|吉岡重則 8 長 浜 理事(支部長) 森内雄二郎 118 夫 上11里 豊茂

長浜 王里 事 水口時夫 26 :長 浜 ( 2名)理 事 亀田智久 110 中 央

( 8名)理 事 武田 守 31 !長 浜 理事(支部長) 害本武夫 147 !道 上

E里 事 竹内時二郎 38 長 浜 !白滝 理 事 窪 憲一 i123 白滝 4
王里 事 井上邦敏 50 築 地 11 (4名)理 事 i宮本増憲 i130 大 平

王豆 事 佐々木膚一 57 沖浦 7 E里 事;一宮泰忠 136 叶松17

今坊 理事(主部長) 仲尾博幸 61 今土方浜 今土方 監 事局木房雄 59 松ノ久保
( 2名)E里 事 東富士男 64 橋立浜 出海;監 事 平見一芳 90 尾 1辰
櫛生 理事(支部長) 世田寛 77 壊 谷 総数 2 9名(内 2名重複)

長浜町区長会役職員名簿

あたと「友た くいたと乗じ-， B てさ今なねわと「たと「うた と ' 
げし、ーだしそなな。にろゅ いさみんどりがた、ほら、ねとのあ思わ l
まは言りちがのりあわこうんいんまにはまいしおか、 A え恩でいった l

長一ぞ金で万三 f色tEJ番モ 問 主 間 、 主 た の ミ E i二ぞ三三三ふ i
o さきを んのたつはし で Oい B . ';くむたの にり、だるた

うんまか 車日。て、て 一一一一一一一一一ょっ 言ん ち ー とー
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月、

わ
た
し
も
、
一
年
生
の
時
、

A
く
一

ん
の
よ
う
に
一
り
ん
車
を
か
し
て
あ
一

げ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

E

ず
っ
と
つ
な
つ
け
て
の
り
た
か
っ
た
か
一

ら
で
す
。
だ
か
ら
、
あ
の
時
の
一
り
一

ん
車
を
か
し
て
く
れ
な
か
っ
た

A
く
一

ん
の
気
も
ち
も
分
か
り
ま
す
。
今
で
一

は、

A
く
ん
も
一
り
一

ん
車
を
か
し
て
く
れ
一

る
よ
う
に
な
っ
て
い
一

ま
す
。

A
く
ん
も
、
一

友
だ
ち
の
気
も
ち
を
一

考
え
る
よ
う
に
な
っ
一

た
ん
だ
な
あ
と
思
い
一

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一

や
さ
し
い
心
を
大
せ
一

つ
に
し
よ
う
と
思
っ
一

い
る
友
だ
ち
を
見
て
、
わ
た
し
は
、

か
し
て
あ
げ
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
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小学 2年生
( 10年度人権作文集より)

て
い
ま
す
。



需
職
員
人
事
異
動

六
月
一
日
付
け

(
)
内
は
田
任

[
保
長
級
以
上
は
職
名
義
一
示
。
課
管
下

の
室
、
出
先
機
関
以
外
の
課
内
異
動
は

省
略
。
※
詳
細
は
、
職
員
配
置
国
を
参

照
。
]

(
注
)
事
専
:
・
事
務
専
門
員
、
特
対
案
:
・

特
定
事
業
対
葉
室
、
ま
ち
対
室
“
ま
ち

づ
ぐ
り
対
策
室

〔
総
務
課
〕
事
専
兼
係
長
・
垣
見
正
志

(
社
会
教
育
課
事
専
兼
係
長
)
係
長
・

藤
岡
卒
男
(
今
坊
隣
保
館
)
三
谷
鈴
美

(
住
民
課
)

〔
企
画
調
整
課
〕
課
長
・
西
日
孝
(
生

活
環
境
課
長
)
主
幹
兼
課
長
補
佐
・
菊

地
洋
一
(
主
幹
兼
特
対
室
長
補
佐
兼
係

長
)
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
室
長
補
佐

兼
企
画
調
査
係
長
・
清
水
俊
二
二
課
長

補
佐
兼
係
長
)
事
専
兼
係
長
・
浪
本
忠

則
(
特
対
室
事
専
兼
係
長
)
山
西
利
富

(
経
済
課
)
石
本
卓
志
(
特
対
室
)
〈

地
域
振
興
室
〉
室
長
・
洲
尾
計
邦
(
ま

ち
対
室
長
)
事
専
・
大
本
み
つ
子
(
企

画
調
整
課
事
専
)
係
長
・
久
保
嘉
範

(
企
画
調
整
課
)
久
保
一
止
人
(
企
画
調

整
課
)
井
上
勉
(
ま
ち
対
室
)

[
税
務
課
]
係
長
・
藤
本
修
二
(
総
務

課
)
山
根
治
彦
(
生
活
環
境
課
)
武
田

直
人
(
住
民
課
)
大
成
護
(
港
務
所
)

「 一一一一一一一ー.._.._..一一一日一一一一一一一一中寸ド兼専ン〔人公社工主〔

|鰯鳴(霊嶋)調動嚢わりまし控 lHEi七草:日長
!~本・長〕課今!詰長
i干昌弘一・課)坊干 .r:(.'1 捕i 6月 1口付けの人事異動に伴い、一部の課、室、係等の配置が l祉謹宮山長 隣事 伊長

変わりましたo 大変ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いし i望星雲空聖 書五日露軍え
ます。 i幹轟(仁宅 主判 4呆怜 野

見取り凶としては次のとおりですが、詳しくは、 4-5ページ|兼墨経(介 事紀館主勇
!課寺済課護 ・-ii-............... の職員配置凶をご覧ください。 l長官課長支 高三櫛東総
本南主事)援 橋出生勝務
~・専事セ 直海福浩課

係
長
兼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
-
一

宮
和
子
(
生
活
環
境
謀
係
長
)
谷
上
民

悟
(
福
祉
課
)
一
一
月
美
穂
(
福
祉
課
)

〔
生
活
環
境
課
〕
課
長
・
叶
本
正
(
企

画
調
整
課
長
)
課
長
補
佐
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
・
小
西
貫
一
(
社
会
教

育
課
長
補
佐
)
事
専
・
上
地
末
子
(
税

務
課
)
菊
地
裕
司
(
税
務
課
)
〈
保
健

セ
ン
タ
ー
〉
所
長
・
中
野
健
蔵
(
白
山

園
長
)
酒
井
千
鶴
(
白
山
園
)
片
岡
あ

ゆ
み
(
同
月
新
規
採
用
)

{
経
済
課
〕
事
専
兼
係
長
・
大
本
昭
裕

(
総
務
課
事
専
兼
係
長
)
係
長
・
楠
野

茂
利
(
建
設
課
係
長
)
山
下
敦
司
(
建

設
課
)
兵
頭
利
平
(
建
設
課
)
村
上
一

郎
(
建
設
課
)

〔
建
設
課
〕
松
田
圭
司
(
大
和
公
民
館
)

〈
港
務
所
〉
西
山
直
宏
(
生
活
環
境
課
)

〔
社
会
教
育
課
]
課
長
補
佐
・
菊
地
邦

求
(
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
)
課
長
補
佐
兼
係
長
・

重
松
直
博
(
課
長
補
佐
兼
ふ
れ
あ
い
会

小会議室

企画調整課

〈地域振興室〉

明州

∞
 

三

i冨

建設課

経済課

総務課

社会福祉協議会

会議室

館
館
長
兼
長
浜
公
民
館
主
事
)
事
専
兼

ふ
れ
あ
い
会
館
館
長
兼
長
浜
公
民
館
、
王

事
・
亀
田
稔
(
事
専
兼
係
長
)
係
長
・

菊
地
英
夫
(
経
済
課
係
長
)
坂
本
直
哉

(
住
民
課
)
〈
公
民
館
〉
出
海
公
民
館

主
事
・
瀬
川
幸
司
(
中
央
公
民
館
)
大

和
公
民
館
主
事
・
大
津
宝
丈
(
経
済
課
)

【
老
人
ホ

1
ム
白
山
園
〕
園
長
・
村
上

隆
志
(
住
民
課
長
)
一
事
専
兼
、
王
席
主
任

栄
養
士
・
大
橋
京
子
(
生
活
環
境
課
)

生活環境課

彊祉課

〈介護保険準備室〉
UF 

務課 l住民収入投

※教育委員会は、町体育館 3階ヘ移転。 J
L一日一一-一一'一一'一一.............._..
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平成11年5月1日現在田
監語調

補佐 | 

本安広|
補佐 | 

保田健市|

纏饗騒議聾
一一 よ一一一一
!課長

i大 野 勇
課長袖佐

l吉 田 直 人

男

重

志

美

美

章

直

淳

朋

鈴

ル

手

直

岡

浦

一

時

尾

一

碍

土

谷

下

胡

地

限
藤
一
江
二
一
説
山
一
町
井
一
団
東
一
一
一
一
一
埠
山
翻
菊

事専兼係長

j良本忠則
千 }τn:

山 西 利 富
]事補

石 本 卓 志

(兼)係長

清 水 俊 三
事専

!大本みつ子
|二lミ任ヱ事

|井上

宏

l 園長

村 上隆志
園長 r，rr 位兼生凶j~;Ì号買

新日道夫
E席土任看護婦

平田由美子

城 戸広美
事専~~ ~i 町 {j下栄葺十

大橋京子
cI'fl京母

松 本和重
寮母

中嶋加代子
寮tt

I i度辺タミ F
|寮B

|中嶋和佐子
調理貝

山 本静栄
調理員

大野トミエ
調埋員

和左田道汀;
調理員

中野ミサエ

昭

勉
子

子

代

圭
十
土
p

j

土
1

長
ゴ
一
目
付
制
隔
を
百

軒
ム
之
一
一
水
団
玉

由
対
二
席
三
1
席
1
J

事
沖
叩
主
品
作
、
E
iノ

和彦

事専兼所長

西岡房子
主席主任保育土

吉岡とよ子
王席主任保育士

吹春みね子
主席コ任保育士

横山典子
保育士 |事専兼所長

河野美和!萩森理慧子
保育土 (主席主任保育寸で

中川加奈子 | 梶本 幸子
オて席主任保育士

矢野元朝子

子

子

機

子

院

社

ち

佳

邦

長
i

保
7

は

ハ

ノ

一

:

祈
野
ザ
ヰ
ト
ル
士
田
士
田

席

育

、

ー

育

ー

事

平

主

西

保

ク

口

保

今

子

子

子

美

紀

長口氏官

T…
持

美

相
岡
一
一
野
正
本
士
山
判
土
納

草

席

席

予

育

育

事

宮

主

矢

主

富

保

岸

保

加
事務専門員の略

4-

※事専



職師

一

志

光

築

丘

山

灯

本
一
戸
杉
縦
田

長

+
L
R
一

3
4
長

1

果
刊
刊
行
軍
司
世
軍
平
山

口

j

n

1

1

金

所長

|中野健!故 l

(兼)所長補佐 l 

小 西貫一:
王席主任保健制

!日{間雅子
主i三保健!t;jf

村田美智子
保健婦

久保宏呂 f
栄養士

酒井千鶴
保健婦 | 

巴里あ土到

ニ

司

侍

慎

圭

保

持
辺
見
出
地
二

時
よ
弘
子
波
引
い
松
民
菊
二

係長

清水 康則|
j 事専

望あ三

邦
美
一

友
明
一

所

田

一

↑

f
f己

い兼)，;果長

川左々木昔
，反補佐

~1 地邦
1
3， 明佐
亘松直博



民高田羽田臨時翻臓器開話翻母体時砕糊鼎話器撤担割

題県外にお住まいの
住宅、こころ、教育などの各種相 番地 2) 

談に応じています。お気軽に次の {内容1海道をゆく一江戸時 代の

題 阪神圏淡路大震災の
醤 : 被 災 者の皆さんへ

電話番号へ。 瀬 戸 内 海 (しまなみ海道が開通

県外居住被災者専用相談電話 したことに合わせ、瀬戸内海地方

~兵 庫 県からのお知らせ~

大兵庫県に戻りたい方は登録して

くださし」

(フリーダイヤル:通話無料) の古くからの交通の歴史を見直す

0120~.78-4133 とともに、伊予の人々と江戸時代

の瀬戸内海との関わりを紹介しま

す。)カムバックに必要な、兵庫県内

の公営住宅の募集情報や民間賃貸

住 宅 へ の 入 居 、持ち家再建などの

情報提供や相談を、個別に連絡し

て行います。

γ書士宅議官認ア糊
~ 歴 史文化博物館 I科金]大人 500円，小中学生

250円)平成11年度企画展~

I日時] 7月10日(土) ~ 8月29 i休館]毎週月曜日

日(日) [お問い合わせ〕愛嬢県歴史文化

I登録方法}登録用はがきを、情

報紙 「 ひ ょ う こ便り」に同封して

お送りします。

I場所l愛媛県歴史文;化博物館 博物館学芸課(宮o8 9 4 - 6 2ー

(東宇和 郡宇和町卯之町 4丁目 11 6222)まで。

女情報紙「ひょうご便り Jを送付

します。

静電話のご相談もお受けします

創 89錨45-2335(直通)
住宅募集など の 支 援 施 策 や 、 県

外での交流会の情報などを掲載し

た県外居住被災者向け情報紙「ひょ

うこ便り」を、希望される方に無

料でお送りします。

交通事故
ご相識

相談日:月曜から金曜午前9時半~12 時
午後 1 時~4時 40 分(祝祭日を除く)

。専門の相談員が親身になってご相談に応じます

O弁護士相談日:毎週木曜日午後 1 時~4時
(予約制'相談無料)

食 通 話 無 料 の 専用フリーダイヤル

で相談に応じます。

社団法人 日本損害保険協会 http://www.sonpo.or.jp 

総出自動車保験請求相談センター
県外居住被災者専用相談電話

(フリーダイヤル:通話無料)で、

松山市花園町 1-3日本生命松山市駅前ビル 6階松山調査事務所(岱089-945-5500)内

グ~ザング官事ずヲ
<<::ついて

これまでい ろいろな悪徳商法を紹介してきまし

犬二。

突然の訪問や電 話 な ど で 契 約 し て し ま ったケー

スで多いのが、強引な勧誘に負けて仕方なくや暖

昧な返事をしてしまったということです。こういっ
た契約をしてしまった場合に、違約金を払わず、無

条件に解約でき る 「 ク ー リ ン グ ・ オ フ 」 という制

度があります。

1 .クーリン グ a オ フ で き る 期 聞 は 7
訪問販売-電話勧誘販売・・・書面を受け取った

日から 8日以内

連鎖販売取引(マルチ商法)・一書面を受け取っ

た日から 20日以内
2. クーリング 司 オ フ を す る と き は ?

電話ではなく、内容証明郵便やはがき(コピー

を取って簡易書留にすること)など必ず書面で

行ってくださしミ。解約をしたいと業者に電話を

すると、あれこれ言われクーリング・オフ期間

を過ぎてしまうことがあります。

3. クーりンゲ固オフできないものは?

化粧品、健康食品・なべ・下着など消耗品を

使用してしまった場合や、 3000円以下の商

品などを購入した場合などです。(詳しいこと

は相談窓口まで)
契約をするときは、必ず商品ーサービス内容を

よく石在言忍しましょう。
クーリング・オフにつ

いての詳細や、悪徳商法

に つ い て の お 問 い 合 わ せ

は、次の所まで遠慮なく

ご相談ください。

E相談先]八幡浜地方局

くらしの窓口(宮 0 8 9
4-24-3700) ま f

たは、役場経済課(宮 5 ‘

2-1111 ・(有)2 1 2 
1 )まで。
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ふれおい会錨だよ砂
ふれあい会館では、次のとおり

各種展示会を開催します。皆さん、

ご近所お誘い合わせ、ぜひご来場

くfごさしミ。

クリーン肱)11
絵画展

河川愛護月間に合わせ、町内・

大洲市の小学 4~5 年生が、肱川

などを題材に描いた絵画約50点が

展示されます。

E期 間 ] 7 月 1 日 ~15 日(月曜日

休館:午前 9時~午後日寺)

(;If暴所]ふれあい会館キ、ャラリー

風 蘭

(ふうらん)展

ついて分 からないとき rJlIは美しいものJr親しみの

お気軽 に お 電 話 く だ さ い 。 場 合 あるものJそんな考えが十分人々

によって、ご家庭を訪問します。 に行きわたるように、毎年 7月を

また、ショートステイ(短期入所)、 「河川愛護月間J と定めて、この

デイサービス(日婦りの食事、リ 月間中に河川愛護の思想、を広げ、

ハピリ、入浴サーピス)の紹介等 河川環境を積極的に整備する こと

をします。 によって、河川を常に安全で、美し

宮 52 - 2 8 9 4 酒欄 5 1 9 6 く利用し、管理する気運を高める

(時間 :8:30~17:0()) ための運動を展開します。

運動は、「水辺にやすらぎ・心

にゆとり」の推進標語をもとに、

建設省及び県等において様々な行

事を予定していますので、皆さま

の積極的な参加・ご協力をお願い

します。

一人ひとりが愛護の精神で、
河川清掃等にも積極的に参加
してみんなで河川を守ってい
きましょう。

在宅介護支援センターが設置された

高齢者コミュニティセンタ

o .. ~ö~，凸~O<:.. _.'._ ... ~.~，・v町、明、，~y.w.~説話器密挺閑話器延期欄器

Uターン就職の
面接会について

粗大ごみの
出し方について

櫛生の松本賢二さんが、丹誠込 ~必ず予約をして〈た、さい~

め て育てられた美しい大小約15の 粗大ご、みの収集日は毎月第 4金

風蘭(ランの一種)が展示されま 曜 日 (7月 は23日)ですが、次の ~伝えてください~

す。 ルールを守って出してくださしミ。 首都圏在住のU ターン就職希望

E期 間] 7月中旬~下旬の予定 O前日までに役場へ申し込みをす 者と来春卒業予定の大学生等を対

(月曜日休館:午前司時~午後 5時) る。

E場所〕ふれあい会館ギャラリー

醐
一
た

醐
タ
し

鞠
ン
ま

糊
セ
れ

糊
謹
さ

糊
支
置

糊
護
設

榔
介
が

榔
宅

醐
在

伊
盟
諸
器
量

0粗大ごみシールを貼る。

0自宅まで取りに行くのでステー

ションには出さない。

0当日に出す。

象に、県内企業との面接、公共職

業安定所の職員による U タ ーン就

職 に つ い て の 相 談 が 、 次 の とおり

行われます。

【日時:1 1月31日(土) - 8月 1

在宅介護支援センターとは 7 ※軽トラックに乗らないほど大き 目(自) (午前10時~午後 4時)

自宅で、高齢 者や寝たきりの方 なもの は収集できません。[場所〕中野サンプラザ(東京都

を 介護されているご家族のいろい Eお申し込 み ] 役 場 生 活 環 境 課 環 中野区中野囲-1 - 1 園 JR中野

ろな相談を受け付け、保健、医療、 境係(官 52-1111 園清)2 0 駅北口前)

福祉等の機関と連携することによ 9 1 )まで。[お問い合わせ〕愛媛県庁職業安

り、必要なサービスが受けられる 欝出掛掛掛掛抵闇揖母出出間部語翻損部磁器ー抵蹴 定課職業指導係(宮 089- 94

ょうお年寄りとその家族の方を支 富 7月{ま 3-5221) まで。

援していくセンターです。(沖浦宮 内可111愛護月間」です

の高齢者コミュニティセンター内 閣 ~建設省大洲工事事務所~ j新刊情報です~長浜町立図書館~j
にあります。) 清 ら かな水の流れと恵まれた河 i 

i 同名 著者:
川は、地域社会に憩いと潤いを与 '0流沙の塔(上下) 船戸与-i

:0宗教トラブル 11 0香 山口 広;
えるとともに、環境づくりの中心 :0障害児共生保育論 曽和信一 i
的な役割を果たしています。また、 ;0少年Aこの子を生んで

少年Aの父母!
O介護の上で心理ごと悩みごとが 近年の都市化の進展等により、河 :0家族だから介護なんかこわくない i 

久田 恵 u

あ る時 川空間への住民の期待は高まる-jo母業失格 井上朝子 i
O家庭でのお世話の方法や病気に方です。 i O十七歳 井上路望 i

ー 7-



/ もも

国民年金保険料は、毎月きちんと期限内に納めましょう
O老後の安定した生活を守るためにも、納め志れのtJ.いように気を付けてくださL'o

盤代達三盤鰐窃量車時金いの制E重電31書

年金世代

重量喪主事重量i季、
国民年金制度は、同民みんなが加入して若 い 世 代 が 、

を支える仕組みになっています。

私たちが納める保険料が今のお年寄りの生 活を支え、 私たち 7うf

年老いたときには、次の世代の人たちが納める保険料によって支

国民全体の支え合いの制度です。えらオ工る、

事量購轄審議韓料電Z電撃議毒事龍之三議事韓毒事家龍iことって、
保険料を納め忘れると、将来受ける老齢基礎年金の額が少なくなったり、場合によっては受けられな く

なったりします。

不幸にも亡

くなられたときに支払われる遺族基礎年金を受けることができなくなる恐れがあります。

保険料は、納めずに放っておくと納付期限から 2年をすぎた場合、後で納めたくても納めることが でき

なくなります。その結果、年金を受けることができなくなり寂しい老後を過ごすことになりかねません。

また、万 の事故や病気などで障害者になってしまったときに支払われる障害基礎年金や、

自分自身の老後の基盤を築ぐためにも、保険料を納めること

が大切です。あなたとあなたの家族に大切な保険料納付です。

忘れずに納めましょう。

保険料の納め;忘れを防ぐために、便利で確実な保険料の口座

振替や、お得な前納制度もあります。詳しくは、役場住民課国

民年金係(宮 52-1111 ・(令)2062) までお問い合わせ

(( 

くア三さし、。繍めて霊5411 

ミコ¥こ人老
人
保
健
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
は
、

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
薬
剤
一
部
負
担

金
を
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
が

薬
剤
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
、
医
療

機
関
(
院
外
処
方
せ
ん
が
発
行
さ
れ
た

と
き
は
、
保
険
薬
局
)
に
支
払
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
薬
剤
一
部
負
担
金
は
、

平
成
十
」
年
七
月
一
日
か
ら
、
国
が
皆

さ
ん
に
替
わ
っ
て
支
払
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。た

だ
し
、
外
来
診
療
に
関
す
る
一
部

負
担
金
〈
一
日
に
つ
き
五
二
一

O
円
〉
は
、

従
来
ど
お
り
医
療
機
関
へ
支
払
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

一
お
問
い
合
わ
せ
一
役
場
住
民
課
国
保

係
(
宮
五
二
ー
一
一
一
一
・
制
二

O
六

二
一
)
ま
で
。
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L
E
T
Sタ
ψ
寺
シ
グ
一
代
表
者
西
山
品
子

一
念
五
=
一
l
l
O
三
九
O

生
活
改
善
一
裏
金
、
夕
刊
仰

i
。
フ
卵
仁
八
割
火
が
通
っ
た
ら
、
火
を
と
め

る仁@
器
に
盛
り
、
み
じ
ん
切
り
に
し
た
三

つ
葉
を
散
ら
す
。

豆
腐
の
卵
と
じ
ス

i
プ

(
5
人
分

一
材
料
}

「
木
綿
一
豆
腐

一

叶
一
J
A固

形
ス
l
プ
の
素

塩
・
こ
し
よ
う

片
栗
粉

〆、
」
4

「
三
つ
葉

一
作
り
方
}

①
鍋
に
み
ず
と
固
形
ス

1
プ
の
素
を
入

れ
て
、
沸
騰
し
た
ら
豆
腐
を
入
れ
、
豆

腐
は
荒
く
つ
ぶ
す
。

②
①
に
水
溶
き
片
栗
粉
を
入
れ
、
損
、

こ
し
よ
う
で
味
を
調
え
る
。

③
溶
い
た
卵
を
鍋
に
入
れ
ふ
た
を
し
、 一

丁
一
個

四
カ
ッ
プ

手
国

少
々

小
さ
じ
一
杯

小
さ
じ
二
杯

適
当

莞私事事馨っ龍悲む議1:

ねこそぎ古ラッシュ長浜高校美術部

。て明書ず

長濃ふれあい劇団
(演芸)

泉会の皆さん

私
た
ち
の
会
は
、
歌
や
踊
り
を
趣
味

と
し
て
寸
劇
を
中
心
に
活
動
す
る
、
い

わ
ば
即
興
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
で
す
。

明
る
く
、
楽
し
く
、
き
わ
や
か
に
を

信
条
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ

あ
い
、
和
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
私
た

ち
の
最
高
の
喜
び
で
す
。

。
祝
賀
会
や
結
婚
式
の
余
興

O
地
域
の
祭
り
ご
と

。
出
石
土
寸
参
拝
団
の
歓
迎
会

O
老
人
ホ

1
ム
訪
問

。
敬
老
会

と
い
っ
た
各
種
会
合
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
催
し
物
な
ど
に
出
演
す
る
ほ
か
、

町
内
以
外
に
も
、
松
山
市
、
伊
予
市
、

伊
予
郡
、
大
洲
市
、
喜
多
郡
、
八
幡
浜

市
、
山
口
県
大
島
郡
な
ど
か
ら
も
出
演長浜ふれあい劇団の楽しい舞台

要
請
を
受
け
て
幅
広
く
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

ご
用
の
節
に
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
代
表
者
一
井
上
和
子
(
長
浜
・
宮
五

二

0
0
0
七
)

一
つ
ど
い
}
月
一
回
の
他
、
随
時

{
場
所
}
井
上
宅
、
そ
の
他

一
会
員
一
津
田
初
男
、
菊
地
永
保
、
藤

岡
チ
ズ
子
、
井
上
和
子
、
ほ
か
十
人

(
協
力
者
多
数
)
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出
海
に
お
い
で
や
!

tlJ
直
売
所
「
お
い
で
屋
L

オ
ー
プ
ン
1

4
月
二
十
二
日
、
出
海
地
区
の
凶
泡

沿
い
に
、
農
林
水
産
物
な
ど
の
直
光
所

寸
お
い
で
屋
が
オ
ー
プ
ン
し
た
c

こ
れ
は
、
出
海
地
区
の
有
志
が
、
開
反

体
滑
業
の
活
気
や
地
域
の
に
ぎ
一
わ
い
を

取
り
戻
す
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
令
一
画
・

実
現
し
た
も
の
で
、
川
内
の
直
売
所
と

し
て
は
、
「
あ
ら
せ
市
」
「
し
お
さ
い
市
」

に
次
い
で
二
か
所
目
ハ

中

J
H
は
、
神
事
に
引
き
続
き

f
y一ム一

太
鼓
、
餅
ま
き
な
ど
も
行
わ
れ
オ
l
ブ

シ
に
花
が
添
え
ら
れ
た
。
営
業
時
聞
は

好
・
珍
プ
レ
!
の
熱
戦

〈
)
長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

1

六
月
六
日
、
長
浜
中
学
佼
体
育
館
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
、
午

末
年
始
以
外
崎
年
中
無
休
で
運
位
さ
れ

る
予
定
。

好。珍プレーに湧いたバレーボール大会

信
-
二
副
長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ト
八
会
が
開

位
さ
れ
た
。
町
内
外
の
愛
持
者
七
チ
ー

ム
、
約
じ
十
人
が
参
加
し
、
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
閣
の
女
流
と
審
判
技
桁
の
向
上
を
凶
一
つ

かん

な
お
、
主
な
情
果
は
次
の
と
お
り
の

男
子
の
部

一
優
勝
一
片
江
体
協

一
準
優
勝
}
大
和
V
C

一
第
一
二
位
一
五
十
時
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
フ女

手
の
部

一
優
勝
一
ら
っ
こ
長
浜

一
準
優
勝
一
肱
川
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

フ
一
第
三
町
一
た
ん
ぽ
ぽ

今後の盛況を祈願して行われた神事

毎
日
骨
骨
が
基
本
で
す

ー
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー

五
月
一
-
十
三
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を

主
会
場
に
、
第
五
回
長
浜
町
健
康
フ
工

ス
テ
ィ
パ
ル
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来

場
者
で
賑
わ
っ
た
c

下
前
九
時
か
ら
は
、
嵐
展
望
公
園
を

作
仰
す
る
恒
例
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ

i
ク

が
行
わ
れ
、
約
五
卜
人
が
マ
イ
ペ
ー
ス

で
歩
を
進
め
、
す
が
す
が
し
い
汗
を
流

し
た
むま

た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
ら

れ
た
休
脂
肪
を
ど
の
測
定
や
、
位
取
相

談
、
ク
イ
ズ
、
試
食
・
即
士
川
、
間
保
な

ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
参

加
者
ら
が
立
ち
止
ま
り
自
分
の
健
康
度

を
チ
工
ツ
ク
し
て
い
た
。

午
後
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

の
咋
優
、
柳
生
悼
さ
ん
仁
よ
る
「
森
で

4邑臨

暮
ら
す
、
森
に
学
ぶ
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
た
。
聴
講
に
訪
れ
た
参
加
者

ら
は
、
「
人
の
生
活
に
安
ら
ぎ
と
宙
ゃ
み

を
与
え
て
く
れ
る
『
森
」
の
貴
重
さ
と
、

山
、
海
、
川
と
い
う
日
本
の
美
が
凝
縮

し
た
長
浜
町
の
す
ば
ら
し
さ
」
な
ど
の

話
に
、
誰
か
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

直
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恒例のさわやかウオークで汗を流す参加者

満
願
の
寺
に
削
め
し
一
品
路
杖

小

西

カ

メ

子

遍
路
旅
終
え
て
安
堵
の
眠
り
か
な

徳

川

静

子

八
兄
弟
揃
ふ
母
の
忌
著
読
の
花

柴

中

年

栄

遍
路
旅
う
ど
ん
こ
ん
に
ゃ
く
ご
ま
ぱ
腐

空

美

山

ん

下

川
忽
坊
主
帽
子
破
け
て
夫
ひ
け
り

坂

井

喜

久

子

花
冷
え
の
寺
に
供
養
の
鐘
響
く

坂

井

良

講演を行う柳生博さん

余
寒
し
て
花
の
命
を
長
く
せ
り

新

満

陽
の
さ
し
て
菜
種
畑
を
千
等
走
る

富

永

恒

高
き
塀
こ
ん
も
り
隠
し
蔦
茂
る

一
段
辺
千
代
子

穿
吹
く
山
脱
皮
の
如
く
濡
れ
て
を
り

都

築

或
る
時
は
遺
影
と
語
り
泰
深
む

林

定
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柴
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学
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"ふ、

草
こ
げ
て
日
焼
け
し
て
る
よ
夏
が
来
る

五

年

以

総

一

郎

鉄
棒
で
判
度
も
や
っ
て
-
ー
で
き
た

五

年

太

田

竜

介

梅
雨
到
来
雨
が
ザ
ア
ザ
ア
降
ら
な
い
で

一

九

年

宮

上

靖

子

あ
じ
さ
い
は
雨
に
あ
た
っ
て
ダ
ン
シ
ン

グ

五

年

森

川

知

実

夕
焼
け
と
海
と
が
並
ん
で
水
遊
び

六

年

合

田

両

ク
モ
の
糸
顔
に
か
か
っ
て
い
じ
わ
る
だ

六

年

詰

氷

山

文

明

太
陽
が
ギ
一
フ
ギ
ラ
照
っ
て
汗
い
っ
ぱ
い

六

年

谷

湖

智

、

永

水

流
れ
星
速
く
て
願
い
が
三

六

作

年

汁

徳

山

広

樹

ム
鳥
烏
さ
ん
は
気
持
ち
よ
さ
そ
、
つ
飛
ぴ
同
ヴ
る臼

六

年

中

嶋

絞

風
鈴
が
気
ま
ま
に
作
曲
風
の
手
で

六

年

山

本

佳

言4fに
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統
計
功
労
者
で
表
彰

1
鰍

五
月
二
十
七
日
、
松
山
市
で
問
れ
v
J

れ
た
統
計
協
会
総
会
の
席
上
、
下
一
州
一
伐

の
中
出
君
恵
さ
ん
は
、
統
計
業
務
及
び

統
計
協
会
下
業
に
功
績
の
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
愛
媛
県
統
計
協
た
悦
計
功
労

内
}
|
闘
灘
圏
範
囲
い
阪
濁
翻
翻
翻
醐
嗣
総
翻
開
J

園
園

l

受賞された中田さん

者
夫
ノ
彰
を
一
党
賞
さ
れ
ま
し
た
。

洲
地
尺
防
犯
協
会
長
-
大
川
枇
一
吉
察
署
長

連
名
表
幹
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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六
月
一
日
、
大
洲
市
で
聞
か
れ
た
一
平

成
十
一
年
度
大
川
地
区
防
犯
協
会
辿
常

社
会
の
席
上
、
山
長
引
此
の
菊
地
進
さ
ん
は
、

五
浜
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
る
ム
パ

県
茂
支
部
長
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る

青
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年

の

健
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育

成

や

防

犯

忠

訟
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元

に

以
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し
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功

棋

に

よ

り

、

大

醐

回
路
続
日
同
際
化
時
代
と
一
一
一
庁
わ
れ
る
現
在
、
日
本
人
ら
し
さ
を
ア
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平成11年度第 2学期 (10月入学)集

-放送大学 は テ レ ビ ・ ラ ジ オ を 利 用 し て大学教育を行っている通伝制 4午制大学ですれ

・放送授業はスカイパーフ r ク TV!で視聴できます〈べ全国放送中)

・夜業は広い範囲をカバーしてお竹、約300科阿あります。

理毛

の学

i口3

乞雪 o 8 9 - 9 2 3 - 8 5 1 4 

資料請求フリーダイアル o 1 2 0 - 8 6 4 - 6 0 0 

全科履修生(卒業を目指寸午t生)

選手'1履 修 生 (1牛内在学する学生)

科 目 凶 作11. (6か月 間在学する学生)

I出願受付] 6月15U (火) - 8月15日(日)

ー入学試験はありません。 18歳以上であ れば誰でも入学できます0

.専門学較修了者は 3年次への編入学ができますc

監掴臨蓋盤器量遊間
選手i十・科目履修生については、入学時に義務教育を修了していれば誰でも入学できますので、

校生 等も 大学教育を受ける機会がありま j

['賃料請求・問u、合わせ先]資料は無料で送付します。

放送大学愛媛苧習センター

〒 790-0826 松山市文ボ町 3香(愛媛大学内)

ホームページ http://www.u-air.ac.jp./. 

車種蒔轟置藍軍司開蝿罰~C室電調書島曹温瞳

-興味や目的に!芯じて 1科目から学べるほか、所定の単位を修得し卒業すると、学士(投手芸)

イ立も耳U早-，了きま-9一。

i募集学生】

懇弘樹芸者三幾錦繍盤;欝蘭麗覇軍 ;ミミ司副厩噛務調麗思惑露盤繭遡翻磯績額欝
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出海 ・おいで屋前の花壇

広
が
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花
づ
く
り
の
輪
今
年
も
咲
き
ま
し
た
ー

まちかど

長浜 ・町民の広場
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下出沖長仁長沖長櫛出長長
須
戒海 j甫浜久 j兵浦浜生海浜浜

嘉健
文次

田

雄
(
八
六
)

ミ
ツ
ル
(
八
七
)

堅
(
七
七
)

ソ
メ
(
九
二
)

カ
メ
子
(
八

O
)

頼
行
(
七
七
)

正
義
(
七
七
)

義

幸

(七
二
)

初
男
(
四
七
)

一
郎
(
七
五
)

千
草
(
八

O
)

ヒ
サ
エ
(
七
五
)

梅雨が明けると本格的な夏が来

る。 7月は、山聞き、海聞きで山

も海も賑わう 。

旧暦の 7月 は 文月の呼び名で広

く親しまれているが、七夕に文を
ふみひら怠づき

披露するところからきた「文披月」

が 縮まったものと 考えられる 。 七

夕は、もともと 7月15日を中心と

する盆の行事の一つであった。

盆に来臨する神のため、衣づく

りとしで選ばれた娘が、海浜や湖

のほとりに造られた棚で機織をし

た。これが棚機の語源とされてい

て、盆は稲の豊作や祖先を祭る意

味で、非常に大切な行事だった。そ

んな日本古来から の 機 織 娘 の 信 仰
しょ〈じょせい

が、中国の織女星 信 仰 に 結 び つ い

て、現在のような笹竹を立てて短

冊を飾る形式となったと言われる。

島国日本は海と共に生き、様々

な文化や歴史を築き上げてきた。

海は母にたとえられ、「母なる海」

は日本国民の生命の源と言えよう 。

海の文字に「母」 の 文 字 の あ る の
も偶然ではない。太 古 か ら 未 来 永

劫へと波打ち続ける「海」に大和

魂は培われ、国威を発揚した。 18
76年、明治天皇が 青 森 か ら 汽 船 明

治丸で帰還された日にちなみ、 19
41年に制定された 「海の臼」は今

年で58回目の記念 日となった。 母

なる海に育まれ、様々な文化遺産

を創造した偉業は忘れてなるまし、。

1639年(寛永16年)、 赤穂の住

人が青島がよき漁 場 で あ る こ と を

知り、郷里から一 族16軒を呼び寄

せ永住。翌年、大洲藩主が鹿狩り

に来て馬島を青島 と 命 名 し 、 赤 城

氏を奉行に命じた。 青島も幾多の

変遷を経て、郷土の宝島として親

しまれ町民の心に生き続けよう 。

人口・世帯数のうごき

5月末現在 前月との比較

10，078人 14人減

人 口 (男 4，750人) (男 8人減 )

女 5，328人 女 6人減

世 帯 数 3，645世帯 2世帯減

長浜 ・j R長浜駅敷地内
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